
令和６年度事業報告



2

Ⅰ 国際化推進事業（公益目的事業１）

１ 多文化共生支援事業

(1)「ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター」の運営

２０,７７０千円【県受託事業】

外国人の生活・就労等に関する相談に、多言語及びやさしい日本語で速やかに応じ、適切な情報

提供や取り次ぎを行ったほか、国や市町村と連携し、情報共有や情報発信を行った。

• 開設時間 9:00～17:00（月～金）

• 開設場所 群馬県庁昭和庁舎１階

ア 窓口運営業務

英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、ベトナム語、ネパール語の相談員を配置し、在住外

国人等の相談に多言語で対応した。

• 開設時間 9:00～17:00（月～金）

• 開設場所 群馬県庁昭和庁舎１階

• 相談件数 １,０３４件

• 主な相談内容

雇用・労働問題（14%）、入管手続き（13%）、身分関係（結婚・離婚）（11%）

通訳（10%）、借金等（8%）
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イ 外国人のための専門相談

在住外国人からの各種相談に対し、専門家による無料相談会を設け実施した。

(ア) 弁護士、行政書士、社会保険労務士による外国人のための法律相談（SОS）を市

町村や関係機 関と連携し実施した。

• 実施回数 １０回

• 相談件数 １０９件

• 実施日・場所

① 令和６年 ４月２１日(日) ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

② 令和６年 ５月１９日(日) ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

③ 令和６年 ６月１６日(日) ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

④ 令和６年 ７月２８日(日) 安中市文化センター

⑤ 令和６年 ８月２５日(日) 美喜仁桐生文化会館

⑥ 令和６年 ９月 ８日(日) 大泉町公民館南別館

⑦ 令和６年１０月２０日(日) ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

⑧ 令和６年１２月 ８日(日) 高崎市中央公民館集会ホール

⑨ 令和７年 １月２６日(日) 多文化共生センターおおた

⑩ 令和７年 ２月 ９日(日) 伊勢崎市役所東館
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(ｲ) 東京出入国在留管理局職員と連携し相談業務を行った。

• 開催日時 毎月第４火曜日 10:30～15:00

• 開設場所 群馬県庁昭和庁舎１階

• 実施回数 １２回、相談件数 ２３件

(ｳ) 法テラスに係る業務を行った。

• 開催日時 毎月第２・第４火曜日 10:00～12:00（要予約）

• 実施回数 １６回（実施予定回数２４回 ※予約が無かった日は開催していない）、相談件数

３１件

ウ 外国人相談実務者のための研修

外国人相談業務に携わる実務者を対象に、非常時の対応や相談対応における基礎や最新の制度改

正等についてのスキルアップを図るとともに、他の相談機関との連携や相談員同士のネットワーク

構築等を目的とした研修を実施した。

• 日 程 令和７年３月４日（火）14:00～15:10

• 参加方法 オンライン

• 内 容 外国人の雇用に関するトラブルについて

• 参加者数 １３名
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エ 多言語情報発信事業

(ｱ) 多言語WEBサイト及び多言語Facebookの運営

国や県、市町村と連携し収集した外国人を対象とした各種情報を多言語WEBサイトやFacebookにより発信

した。

• 提供情報 外国人のための専門相談（SOS、東京入管無料相談、法テラス）

• 県主催事業（合同企業説明会、防災訓練等）

• 各種生活情報（災害に関する情報サイト、インフルエンザ等予防接種情報、食物アレルギーガイド、日本

語能力試験案内、税金等）

(ｲ) 外国語情報誌「THE GUNMA GUIDE」発行

ネット環境にない外国人を対象に生活情報等を掲載した多言語情報誌を発行した。

• 発行回数 年4回（春・夏・秋・冬号）

• 発行部数 各言語（６種類）５００部

• 配布場所 東京出入国在留管理局、ハローワーク、群馬県警察本部、市町村、市  町村国際交流

協会、年金事務所、群馬県内大学、日本語学校、教会、インターナショナルショップ
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(3) 医療通訳派遣事業

８１３千円【県受託事業】

外国人県民の保険医療環境を整えるとともに医療機関の外国人診療の負担を軽減するために、医

療通訳ボランティアの派遣業務を行った。

• 県登録医療機関等 ２１機関

• 県登録医療通訳ボランティア数 １０６名（１４言語）

• 通訳実績 ２１１件 （通訳ボランティア実働数：３０名・派遣２１１件・電話０件）

• 言語別実績

スペイン語 ５７件

ポルトガル語 ５６件

中国語 ３９件

ベトナム語 １８件

英語 １８件

タイ語 ６件

インドネシア語 ３件

韓国語 １件

ネパール語 ２件

ベンガル語 ６件

ウルドゥー語 ５件



2 国際交流・協力推進事業

(1) 国際交流ボランティア人材バンクの運営事業（廃止）

(2) 国際交流団体等連携事業

１３０千円【自主事業】
（一財）自治体国際化協会と各都道府県の国際交流協会が構成する協議会に参加し、事業の連

携や意見交換を行った。

(3) 県内国際交流情報提供及び国際理解推進事業

４千円【自主事業】

ア 県内の国際交流に関する情報を収集しＨＰ等により提供した。

• 掲載団体数 ７０団体

イ 国際理解教育・国際協力に関する「ぐんまグローバルセミナー」をJICAと連携

し開催することにより、世界や地域の課題への関心を高めるとともに国際的な市民

活動の活性化を図った。

• 日 程 令和７年２月８日（土）13:00～16:30

• 会 場 群馬県生涯学習センター研修

• 参加者数  約５０名

• 実施内容 教師海外研修＆授業実践報告、日本人学校帰国教師実践報告会
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３ 外国人患者救急医療費補填事業

１,３７２千円【県補助事業】
本県に在住、就労する外国人の緊急的な医療が適切に確保されるよう、公的医療保険等の適

用を受けられず未収となった外国人患者の医療費を一部補填した。

・ 医療機関数 ２機関

・ 人 数 ４名

・ 補填総額 ９１６千円

４ 受託事業

(1) 地域国際化推進サポート事業

１,４４６千円【民間受託事業】
（一財）自治体国際化協会群馬県支部から業務を受託し、翻訳・通訳・情報収集・発信等の業

務を行った。

· 翻訳１件 日本の歌のベトナム語翻訳

· 通訳１件 台湾雲林県長訪問に伴う通訳

· 情報収集・発信 ４５件

小中高校生のための国際理解講座、ぐんまベトナム交流祭、インフルエンザ等感染症情報、そ

の他生活関連情報

(2) 群馬県日本中国友好協会業務受託事業

８００千円（Ｒ５年度４００千円）【民間受託事業】
群馬県日本中国友好協会から業務を受託し、交流事業に伴う情報収集・発信等の業務を行った。
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1 観光情報発信・広報宣伝事業
県内各地の観光地・観光資源を市場に効果的に発信するため、観光公式サイト「観光ぐんま」

や公式SNS、冊子など各種媒体を駆使した広報活動を行った。

(1) ＷＥＢ・ＳＮＳ企画・編集

１,７１８千円【県・市町村 負担金事業】
観光公式サイト「観光ぐんま」へ掲載する特集記事については、令和6年1月に発足した「ぐん

ま観光県民ライター『ぐん記者』」を活用し、観光素材の魅力をより深く伝えるとともに市場動

向に合わせた弾力的なコンテンツ５５本を製作した。公式Instagramにおいては、投稿管理ツー

ルを導入し、情報セキュリティ上のリスクに対する対策を講じた上で、継続的な投稿を行った。

投稿内容は３５市町村にわたり、投稿数は１６１件におよぶ。

(2) デジタル情報発信事業

４,４００千円【自主事業】
観光公式サイトやＳＮＳを核に、消費者行動の変化に応じた情報発信を安定的かつ戦略的に継

続するため、専門人材を配置した。あわせてフォトコンテスト等を展開し、オンライン上の情報

流通量の増加と認知の拡大を図り、観光公式サイト「観光ぐんま」への集客強化を企図した。

• 「#gunmalove」写真投稿キャンペーンSPRING＆SUMMER
令和６年４月２５日(木)～８月３１日(土)応募者２０８名２,９３５作品

• 「#gunmalove」写真投稿キャンペーンautumn＆winter
令和６年１０月１日(火)～令和７年２月２８日(金)応募者１８１名３,０９２作品
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Ⅱ 観光物産振興・推進事業（公益目的事業２）



(3) 広報宣伝・イベント参加

１,３６８千円【自主事業】
ア 群馬県と連携した観光展

• ·ウェルネスツーリズムEXPO
日程 令和６年５月８日（水）～１０日（金）

会場 東京ビッグサイト

• ·ツーリズムEXPO
日程 令和６年９月２６日（木）～２９日（日）

会場 東京ビッグサイト

イ ＪＲ東日本と連携した観光展

• ·温泉文化プロモーション
日程 令和６年９月２１日（土）～２３日（月・祝）

会場 ビックカメラ有楽町店

• ·上州ぐんま産直市
日程 令和６年１１月２８日（木）～３０日（土）

会場 大宮駅西口イベントスペース・東西連絡通路イベントスペース

ウ 日本観光振興協会関東支部観光展参加
日本観光振興協会関東ブロック観光連盟協議会の一員として海外（台湾・台北）の観光展に参

加した。

• ＩＴＦ／台北国際旅行博２０２４
日程 令和６年１１月１日（金）～４日（月）

(4) 観光情報基盤整備

３００千円【県・市町村負担金事業】
市町村等、多様な関係者との会議等に出席し、効果的な情報収集と発信につなげた。
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２ 観光誘客事業
広く全国からそして国外から県内への誘客を促進するため、県や地域観光団体、宿泊施設等の

多様な関係者と連携し、観光プランの造成や商談マッチング・誘客イベントの参加などにより、

リトリートの推進と受入体制の構築を図った。

(1)誘客プロジェクト

【県・市町村負担金事業】 廃止

(2) 海外誘客対策事業

• 海外セールスプロモーション

１,０００千円【県補助事業】
海外からの更なる誘客を促進するため、商談会・観光展等への参加、学校交流のコーディネー

トなどを実施した。

(ｱ) 海外で開催された商談会・観光展等

・ 広東国際旅游産業博覧会2024（CITIE2024）
令和６年９月１３日（金）～15日（日）

・ 2024高雄大台南国際旅展（群馬県商工会連合会事業）
令和６年１１月１５日（金）～18日（月）

・ 台北駅 群馬県・尾瀬かたしな・渋川伊香保温泉PRイベント
令和６年１１月２３日（土）・２４日（日）

・ 高雄市旅行公会冬季国際旅展（北関東三県での出展）
令和６年１１月２９日（金）～１２月２日（月）
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(3) 多様な関係者との連携事業

３,５５５千円【県・市町村負担金事業】
東日本高速道路株式会社関東支社高崎管理事務所と連携した誘客事業を実施した。

• ガイドブックの作成

• 高速道路SA等での観光展

令和６年 ７月２０日（土） 東京湾アクアライン 海ほたるＰＡ

令和６年１０月１９日（土） 関越自動車道 上里ＳＡ

(4) 地域コンテンツ流通促進

１７４千円【自主事業】
これまでの商談会、企画集作成を発展させ、ターゲットに応じた販路づくりまで一貫して取り

組むことを通じ、地域資源のコンテンツ化とともに、市場への流通を促進させることを企図した。

ア 令和６年度群馬県内旅行商品造成支援事業
群馬県を目的地とした旅行商品化のフェーズにある旅行業者に対して、現地視察費用の一部を

支援した。

イ 地域コンテンツ（体験プログラム）のグローバルOTAへの掲載
これまでに造成した体験プログラム４件を、海外からの個人旅行者の利用の多いOTA（Online

Travel Agency）「Viator」に掲載した。
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(5) 受託事業

ア  群馬県スキー場経営者協会業務受託事業

１,９９４千円【民間受託事業】
本県冬季観光産業のメインである県内スキー場の活性化と誘客等を効率的・広域的に実施する

ため、群馬県スキー場経営者協会の事務局業務を受託した。

イ ググっとぐんま観光宣伝推進協議会協定

５００千円 【民間受託事業】
ググっとぐんま観光宣伝推進協議会の事務局業務等を受託した。

(6) 負担金・拠出金

ア ググっとぐんま観光宣伝推進協議会負担金 ０円
地域と結びつきの強い事業を継続して実施した。（受入体制整備事業・地域部会活動支援事業

等）

イ 日本観光振興協会拠出金 １,２００千円
日本観光振興協会の全国広域観光振興事業に拠出した。
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３ 観光地域づくり・人材育成事業
変化の激しい社会において、自立的・継続的に魅力ある観光地域づくりを行うため、活動の中心

となる専門人材の配置や人材育成のための研修会を行うとともに、地域づくりに必要となるデータ

の収集、整理や新たな地域づくりに資する協働の実施、表彰等の意識啓発事業等を行った。

(1)地域づくり事業

ア データマーケティング高度化事業

４５,８１０千円【県補助事業】
県域をマネジメント対象とする観光地域づくり法人（登録ＤＭＯ）として、観光入込客数などの観

光統計に加え、ビッグデータや市場動向調査等を一元的に集約し、タイムリーに提供できる体制づ

くりに、令和3年度より取り組んできた。（公社）日本観光振興協会の実証事業の採択を受け、同会

が保有するＤＭＰ「日本観光振興デジタルプラットフォーム」に、群馬県版の機能を追加、公開し、

県内市町村および市町村観光団体等に利用いただけるよう、アカウントを整備した。

ＤＭＰとは、「Data Management Platform」の略であり、さまざまなデータをマーケティングに

活用するためのツールのこと。ＤＭＰを活用することでインターネット上の様々なビッグデータを

一元管理し、分析できるようになる。今年度公開したＤＭＰはＰＣブラウザで利用できるため、

データに触れ、ＤＯＢＡ（Data oriented Business Approach、客観的なデータに基づきビジネス

（事業）を思考する考え方）の基盤になるものと考えられる。

群馬県版拡張機能に搭載した主なデータ

• 外国人を含む人流ビッグデータ

• キャッシュレス消費額ビッグデータ

• 簡易需要予測（宿泊）

• 経済波及効果の産業連関表による簡易分析

また、ＤＭＰ構築の目的や機能説明、分析・活用事例など、観光マーケティングを実施する上で

必要となる「データ活用」についての研修会を、令和７年３月７日（金）にオンラインにて実施し、

１５団体の参加を得た。
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イ 魅力ある観光地域づくり（データプラットフォーム運営）

１８,６８０千円【県・市町村負担金事業】
市町村等へのコンサルティング、協働施策の実施などを通じ、地域の課題解決に貢献するため、

ＤＭＰの運営の他に、人流ビッグデータ、オンライン上の情報流通に関するビッグデータ、イン

ターネットリサーチを駆使したレポートを作成し、県内市町村および市町村観光団体等に提供した。

レポート数 ２５件

主なテーマ

・ ラーケーションに関する意識調査

・ オーバーツーリズムに関する意識調査

・ リトリート認知度調査

・ ペットツーリズムに関する意識調査

・ イベント・祭りの来訪者数・居住地分析

・ 地域内観光地点の来訪者数・居住地・消費者ニーズトレンド分析

・ 「聖地巡礼」の効果検証

ウ 観光統計整備委託事業

９，９９９千円【県受託事業】
観光庁共通基準に基づき県内観光地点で実施する観光客動向調査（観光入込客パラメータ調査）、

市町村の観光入込客数、消費額推計を集約する群馬県基準統計を中心とし、県の観光統計整備に従

事した。

観光客動向調査（観光入込客パラメータ調査）

・概 要 観光地点に調査員を配置し、観光客から、旅行形態、目的、費用、立寄り地点、

満足度などを聞き取るアンケート用紙を用いた調査。観光庁共通基準に基づいて

消費額等の推計を行うもの。

・実施頻度 四半期ごとに１回（土日祝日）

・調査地点 群馬県が選定した協力観光地点３０箇所（道の駅、温泉地、入場施設など）
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(2) 中核人材育成

３１９千円【県・市町村負担金事業】
ア ぐんま観光リーダー塾
地域における観光地域づくりをリードする中核人材の育成を行うため、研修会「ぐんま観光リー

ダー塾」を、令和７年１月２５日（土）・２６日（日）の2日間にわたり開催した。秋間梅林観光協

会の協力を得て、フィールドワーク、関係者へのインタビュー、ディスカッションなどを通じ、ア

クションプランを考案、発表した。

イ 会員向け研修会
観光・物産に関する先進的な事例の紹介や、講師・理事等との意見交換、会員相互の交流を図るた

め、令和７年１月３０日（木）に研修会を開催した。みちのりホールディングス取締役会長の松本

順氏を講師に迎え、「交通事業の経営を通じた観光産業及び地域経済の活性化」と題した講演会を

行った。

(3) 表彰・後援等

２００千円【県・市町村負担金事業】
ア 表彰
(ｱ) 観光関係者功労者表彰

観光事業の発展に資することを目的に観光事業に功績のあった者を表彰した。

(ｲ) 観光物産優良事例表彰「ベストプロジェクト・オブ・ぐんま」表彰

観光の観光及び物産振興の励み、モデルとなる事例（取組）を表彰した。

イ 後援等
(ｱ) 観光関係の行事等の後援及び賞の交付

地域の観光振興行事・事業等に後援や表彰、支援を行った。
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(4) ぐんまの山岳観光推進事業

８,３２９千円【県受託事業】
ぐんま県境稜線トレイルや「ぐんま百名山」を核に、自然や山にスポットを当て、山岳観光イメー

ジの定着による他県との差別化（ブランド化）を図ることを目的に、下記を実施した。

ア 登山アプリと連動したキャンペーン
国内最大級の登山用地図アプリ「YAMAP」とコラボし、「ぐんまの山旅・活動日記投稿キャン

ペーン」と銘打った誘客キャンペーンを実施した。期間中に、群馬県の山の登山と麓の観光、宿泊

の記録を楽しんだ様子をアプリ内に「活動日記」として投稿すると、抽選で「ぐんまのおみやげカ

タログギフト」や特製手ぬぐいがもらえるというもの。また、期間中に県内の指定の山のいずれか

に登頂した人に同アプリ内でバッジをもらえるという要素を加えた。

・実施期間 令和６年７月１３日～１１月１７日

・応募条件を満たした活動日記数 ９,１３９件

・アプリ内バッジ獲得者 ８,５３３名

・指定の山頂を通過した人 ３４,３１９名

イ ｢YAMA and MAGAZINE WEB｣の更新
令和４年３月３１日に公開したホームページ「YAMA and MAGAZINE WEB」に、特集記事1本を

追加した。合わせて、トップページにイラストマップ「ぐんまの主要な山と温泉地」を追加し、土

地勘のない方でも目的地選びがしやすいよう工夫した。

ウ 「群馬の山～山のグレーディングと山岳位置図～」リーフレットの更新
群馬県山岳団体連絡協議会の協力を得て製作している群馬県の山のグレーディング一覧を、令和

２年２月に次いで改訂し、リーフレットを２０,０００部作成した。今回の更新では、災害により通
行できなくなった登山ルートの削除、近年利用の多い登山ルートの追加をはじめ、群馬県境に山頂
を有しながら登山口は他県にある皇海山、巻機山、平ヶ岳を参考として新たに掲載し、登山ルート
数は１０２にのぼる。
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４ 群馬県産品普及宣伝事業
群馬県産品の紹介・宣伝及び販路拡大並びに消費拡大と認知度アップを図るとともに、県内物産

業者の販売ノウハウの育成等を図るため、関係機関と連携し、各種事業を行った。

(1) 品質及びデザインの向上促進及び指導に関する事業

群馬県優良県産品推奨に対する協力

収入５２７千円／支出５４１千円【自主事業】
群馬県が｢群馬県優良県産品推奨制度｣により指定した推奨品の販売促進に資するため、推奨シ－

ルの普及を図るとともに、販売を行った。

(2) 物産展等開催事業
群馬県産品及び物産業者の紹介・宣伝及び販路拡大並びに消費拡大と認知度アップを図るため、県

及び関係団体と連携し次の事業を行った。

ア 物産展等開催等

収入７，１７２千円／支出１，０７９千円【自主事業】
県内物産の紹介・宣伝及び県内物産業者の販売ノウハウの育成並びに販路拡大と消費拡大、認知度

アップを図るため、群馬県及び関係団体、民間商業施設等と連携・協調を行いながら各種会場にお

いて下記のとおり物産展を開催した。

・ 開催回数 ５７回

・ 売上総額 １３３，８０５千円（併せてMICE誘致・開催支援策として物産販売等を行うととも

に、新たな販路開拓としても活用した。）
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イ 群馬県産品常設販売コーナーぐんまるしぇ・ぐんまーと・ぐん

 マーケットの運営

収入３，０１４千円／支出３３千円【自主事業】
民間の大型商業施設等と連携し、常設販売及びコーナー設置を推進した。

・ 「ぐんまるしぇ」常設販売 イオンスタイル高崎・イオン太田店他

・ 「ぐんまーと」常設販売 ハンプティーダンプティー太田飯塚店

・ 「ぐんマーケット」常設販売 アピタ高崎店【新規出店】

(3) ぐんまカタログギフト販売事業

収入１,１４１千円／支出５７４千円【自主事業】
「カタログギフト」による群馬県産品の販売を促進した。

(4) 物産振興助成等情報交換事業

１６７千円【自主事業】
各地域物産振興協会が中心となって開催する地域の物産展、展示即売会、インターネットやカタロ

グ等の通信販売事業等の物産振興事業に対してその経費の一部を助成した。

各地域物産振興協会等との情報交換を行う連絡会議を開催した。

(5) 協会物産振興改革推進事業【新規事業】
ア 物産振興にむけた物産業者対象セミナー開催（改革検討中のため未実施）

０円【自主事業】

イ 物産展等における県産品情報発信事業

０円【自主事業】
物産展等に出店する県産品の情報などを、インフルエンサーを活用しSNS等で紹介することで購買

意欲向上に繋げた。

19



５ ＭＩＣＥ推進
群馬県内各地にＭＩＣＥを誘致することにより、群馬県内の交流人口の増加、ＭＩＣＥ関連産業の

振興を図った。

また、ＭＩＣＥ主催者へエクスカーションの提案などにより県内域への観光周遊を促すとともに、

会場内で群馬県ならではの物産コーナーを提案するなど、ＭＩＣＥによる経済波及効果を周知し県

内観光振興及びおよび物産の振興を推進することで収益につなげた。

(1)ＭＩＣＥ誘致等業務

２４,１０３千円【県受託事業】
学会や全国大会、各種団体等の会議・研修・展示会等のＭＩＣＥ誘致及びＭＩＣＥ開催における県

内事業者紹介等の支援を行った。

ア 群馬県内へのＭＩＣＥ誘致の強化
県内各地へのＭＩＣＥ誘致のため、県内外の有力者に対し営業活動を行い、継続的な誘致活動のた

め、主催者情報や催事情報等をデータベース化した。

誘致実績 １３件

誘致活動件数 １４３件

以下のとおり、展示会等に参加した。

(ｱ) Japan MICE EXPO ２０２４
・ 会場 インテックス大阪６号館Ａゾーン

・ 会期 令和６年１０月１７日（木）～１８日（金） 両日10:00~17:00

・ 主催 Japan MICE EXPO 2024 実行委員会

(ｲ) 第３４回国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ２０２５）
・ 会場 東京国際フォーラム

・ 会期 令和７年２月１３日（木）10:30～19:00

・ 主催 一般社団法人日本コングレス・コンベンション・ビューロー等

・ 商談 １２団体
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イ ＭＩＣＥ開催支援・マッチング支援
主催者の要望や相談に応じ主に以下の支援を行った。

・ 主催者の要望に応じたＭＩＣＥ会場の紹介や手配、宿泊施設等の紹介や手配。

・ 主催者の要望に応じて県内事業者を紹介し、受注機会の創出とともに経済波及に貢献。

・ 主催者の要望に応じてコンベンションバッグや観光パンフレットなどを提供。 

開催支援活動件数 ２５７件

開催支援実績 ７２件

マッチング活動件数 ７９件

マッチング実績 ５０件

Ⅲ 旅行業事業（収益事業１）

収入５,４６２千円／支出３,７３７千円
登録旅行業者として宿泊誘客を促進し宿泊手配を行うとともに、ＭＩＣＥ案件の宿泊手配等も積極

的に展開した。

Ⅳ 観光施設事業（収益事業２）

収入４,５２４千円／支出１４,１９１千円
県立赤城公園内、榛名公園内において観光施設（厚生文教団地等、オートキャンプ場）の管理運

営を行った。

特に赤城については、今年度、県のキャンプ場整備に合わせ、県及び施設所有者と管理方法等に

ついて協議を行い、原状回復を図るなど整備を行った。

Ⅴ 財団の運営 理事会、評議員会の開催
事業計画、予算、その他の重要事項等について審議を行うため、理事会及び評議員会を ６月、

３月に開催した。また、必要に応じ臨時会を開催した。
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